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７．現在までの進捗状況

コプト　インド更紗　藍　放射性炭素年代測定

３．研究課題名

区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
　現在までに、国外3か所、国内1か所の作人調査を実施し、今年度は研究概要にもあるように、放射性炭素年代測定も実施することができた。
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エジプト・コプトの染織品とインド更紗の制作年代および制作地の特定に関する研究

平成２８年度～令和元年度

１．研究種目名　　　 16K00798

部局

　平成30年度の研究実績として、国内調査を女子美術大学で実施した。約50点のコプトの染織品と40点のインド更紗（コプトの遺跡から発掘されたと考えられて
いる作品）の調査を終えた。またこれらのインド更紗のうち8点については、放射性炭素年代測定（AMS-14C法）を実施し、各作品の制作年代を検討した。その結
果、それぞれ15世紀が6点、13-14世紀が1点、8世紀が1点の3群に分類できるような結果が出た。8世紀と制作の可能性が指摘された作品は、藍で染色された作品
であり、染料の影響を慎重に評価する必要があるが、相当量の染料成分が残留しないと年代をずらすことは難しいので、8世紀頃に制作された作品と考えること
ができる。 
　本調査の結果はイギリス・オックスフォード大学アシュモリアン博物館が永年行ってきたコプトの染織品に含まれるインド更紗の制作年代に関する研究に照ら
し合わせても、妥当な結果と考えられる。 
　平成29年度の調査研究の成果として『大妻女子大学家政系研究紀要』第55号に「Report on Coptic Textiles in the Collection of Ashmolean Museum」を発
表した。また放射性炭素年代測定の結果を踏まえた報告は、『月刊　考古学ジャーナル』No.725,2019に「エジプト・コプトの染織品とインド更紗の制作年代お
よび制作地の特定に関する研究」として2019年5月に発表した。今後はコプトの染織品と日本のコレクターとの関係について『文化資源学』への投稿を考えてい
る。
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（平成３０年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　0件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2019年

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

無

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
大妻女子大学家政学系研究紀要

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

Report on Coptic Textiles in the Collection of Ashmolean Museum
 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

187、189

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

研究成果の公開のために、投稿論文の投稿料、投稿論文の翻訳料などが生じたため、次年度に使用する予算が発生したため。

 １．著者名  ４．巻
須藤良子 55

 ５．発行年

今後の研究の進め方として、研究内容と研究結果に関わる論文を発表する予定である。
８．今後の研究の推進方策
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